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　５－３　擁壁の安定性の照査

5-3-1　一般

(1) コンクリート擁壁の安定性の照査は、（2）及び（3）によるものとする。

(2)

このとき、許容変位は、擁壁により形成される道路及び隣接する施設から決まる変位を考慮して定める。

（3） 背面盛土及び基礎地盤を含む全体としての安定性については、5-3-4に従い検討する。

5-3-2　3）支持に対する安定の照査

上記記載の通り、擁壁自体の安定性と基礎地盤の安定性は、関連するが個別の照査・検討となります。

当該現場に即した場合、

1) 擁壁体の工法に関係なく”基礎地盤の安定性”の検討は必要です。

2) 間知ブロック積及び大型ブロック積は”剛”構造で、不当沈下及び沈下に対して追従性が無くい。

3) ハイウォールはコンクリート製擁壁より軽量下及び沈下に対して追上位性があり、安定性が高い。

4) ハイウォールは基礎工を必要としないので、設置幅が大きく、従って、必要鉛直支持力が小さいてよい。

5) 基礎地盤の土性値から改良の必要性を検討する。

6) 基礎地盤の改良の必要性がある場合でも、範囲や品質はハイウォールに優位性がある

ハイウォールで基礎地盤改良が必要とされる”基礎地盤の土質”の場合は、間知ブロック積及び大型ブロック積では

広範囲

高品質

な改良が必要となります。

基礎地盤と必要支持力

擁壁自体の安定性については、5-2に示す常時及び地震時の設計で考慮する荷重に対し滑動、転倒及び支持
に対して安定であるとともに、変位が許容変位以下であることを、5-3-2、5-3-3に従い照査する。

擁壁に作用する荷重は、基礎地盤によって支持されるが、抵抗モーメント及び転倒モーメントと鉛直荷重の関係から求
まる荷重の合力の作用位置によって、擁壁底面での地盤反力及び地盤反力分布が異なり、基礎地盤の鉛直支持力が
不足すると擁壁底面の前面側がまたは背面側が地盤にめり込むような変状を起こす。

NETIS:HK-200013-A

株式会社ジオベクトル


